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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 905 － △281 － △323 － △396 －

2022年３月期第２四半期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 △396百万円（－％） 2022年３月期第２四半期 －百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 △13.89 －

2022年３月期第２四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 2,510 203 5.8

2022年３月期 － － －

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 145百万円 2022年３月期 －百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2023年３月期 － 0.00

2023年３月期（予想） － 0.00 0.00

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（注）2023年３月期第２四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2022年３月期第２四半期の数値及び対前年同四半期増減率について

は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）2023年３月期第２四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、2022年３月期の数値については記載しておりません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

　現時点において、新型コロナウイルス感染拡大による当社業績への影響を合理的に見積もることが困難なため、2023年

３月期の業績予想は未定とさせていただきます。今後見積もりが可能となった時点で速やかに公表いたします。

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 29,638,900株 2022年３月期 28,138,900株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ －株 2022年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 28,567,471株 2022年３月期２Ｑ 13,246,042株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）株式会社SSS、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和され、景

気回復の兆しが見られたものの、ウクライナ情勢等による原材料価格の上昇等、今後の経済活動への新たな懸念事

項が生じており、先行き不透明な状況となっております。

　当社が属する国内の外食業界におきましては、新型コロナウイルス感染症は依然として消費者の消費行動に大き

な影響を与えており、また、ウクライナ情勢等による原材料価格等の上昇は大きな影響が懸念され、依然、厳しい

経営環境が続いております。

当社では、この環境下においても好調な業態である「新時代」に前期に引き続き、既存店舗のリブランドを進

め、「新時代」は当四半期末現在で19店舗となりました。

また、2022年７月15日開催の取締役会において、株式会社ＳＳＳの株式の100%取得を決議し、子会社化しまし

た。株式会社ＳＳＳは当社と同様に居酒屋事業を運営し、19店舗を展開しております。オペレーションや原材料等

の共通点があり、また、従業員の独立を支援する店舗展開なども行っていることから、今後多くのシナジーを発揮

することが可能であると考えております。

以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高905,303千円、営業損失281,990千円、経常損失323,503千

円、親会社株主に帰属する四半期純損失396,659千円となりました。

（注）当社の報告セグメントは飲食事業のみでありますので、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期会計期間末における資産合計は2,510,231千円となりました。流動資産1,228,271千円の主な内訳

は、現金及び預金746,375千円、短期貸付金300,000千円であります。固定資産1,281,959千円の主な内訳は、リー

ス資産400,036千円、のれん364,595千円、敷金及び保証金243,215千円であります。

（負債）

当第２四半期会計期間末における負債合計は2,307,107千円となりました。主な内訳は、長期借入金(１年内返済

予定の長期借入金を含む)1,313,763千円、リース債務455,077千円、未払金246,992千円であります。

（純資産）

当第２四半期会計期間末における純資産合計は203,124千円となりました。主な内訳は、資本金127,100千円、資

本剰余金415,283千円、利益剰余金△396,659千円であります。

この結果、自己資本比率は5.8％となりました。

②　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、686,274千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は412,278千円となりました。これは主に、税金等調整前当期純損失371,755千円が

計上されたことによるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は388,412千円となりました。これは主に、短期貸付金の増加額300,000千円、新規

連結子会社の取得による支出64,845千円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は19,967千円となりました。これは主に、新株予約権の行使による株式の発行によ

る収入150,000千円があった一方で、短期借入金の減少75,090千円、長期借入金の返済による支出56,967千円、リ

ース債務の返済による支出37,663千円があったことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う緊急事態宣言は解除されたものの、現時点

では将来の動向・回復度合いの予測が立てられず、業績予想を合理的に算出することが極めて困難と判断し、2023

年３月期の業績予想については、前回発表（2022年８月10日）に引き続き、未定とさせていただきます。今後、合

理的な業績予想の開示が可能となった段階で、速やかに公表いたします。
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 746,375

売掛金 44,847

原材料及び貯蔵品 12,588

短期貸付金 300,000

その他 124,628

貸倒引当金 △169

流動資産合計 1,228,271

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 197,796

リース資産（純額） 400,036

その他（純額） 26,106

有形固定資産合計 623,940

無形固定資産

のれん 364,595

その他 3,183

無形固定資産合計 367,779

投資その他の資産

敷金及び保証金 243,215

その他 47,024

投資その他の資産合計 290,240

固定資産合計 1,281,959

資産合計 2,510,231

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

負債の部

流動負債

買掛金 97,121

短期借入金 1,710

１年内返済予定の長期借入金 462,869

リース債務 96,565

未払法人税等 47,621

未払金 246,992

事業整理損失引当金 57,202

その他 58,931

流動負債合計 1,069,014

固定負債

長期借入金 850,894

リース債務 358,512

その他 28,685

固定負債合計 1,238,092

負債合計 2,307,107

純資産の部

株主資本

資本金 127,100

資本剰余金 415,283

利益剰余金 △396,659

株主資本合計 145,724

新株予約権 57,400

純資産合計 203,124

負債純資産合計 2,510,231
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

売上高 905,303

売上原価 325,591

売上総利益 579,712

販売費及び一般管理費 861,702

営業損失（△） △281,990

営業外収益

受取利息及び配当金 2,040

受取保険金 1,440

その他 1,509

営業外収益合計 4,990

営業外費用

支払利息 13,683

助成金返還損 30,960

その他 1,860

営業外費用合計 46,503

経常損失（△） △323,503

特別損失

減損損失 7,332

固定資産除却損 714

事業整理損失引当金繰入額 39,605

その他 600

特別損失合計 48,252

税金等調整前四半期純損失（△） △371,755

法人税、住民税及び事業税 31,286

法人税等調整額 △6,382

法人税等合計 24,904

四半期純損失（△） △396,659

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △396,659

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

四半期純損失（△） △396,659

四半期包括利益 △396,659

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △396,659

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △371,755

減価償却費 53,766

のれん償却額 9,282

減損損失 7,332

株主優待引当金の増減額（△は減少） △1,230

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） 28,628

受取利息及び受取配当金 △2,040

支払利息 13,683

固定資産除却損 714

助成金返還損 30,960

売上債権の増減額（△は増加） 194

棚卸資産の増減額（△は増加） 655

仕入債務の増減額（△は減少） 5,634

未払金の増減額（△は減少） △126,492

その他 32,040

小計 △318,625

利息及び配当金の受取額 2,040

利息の支払額 △14,089

法人税等の支払額 △101,440

助成金の受取額 19,836

営業活動によるキャッシュ・フロー △412,278

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,565

固定資産の除却による支出 △711

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
△64,845

短期貸付金の純増減額（△は増加） △300,000

敷金及び保証金の差入による支出 △30,633

敷金及び保証金の回収による収入 12

保険積立金の解約による収入 42,832

その他 △500

投資活動によるキャッシュ・フロー △388,412

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △75,090

長期借入金の返済による支出 △56,967

リース債務の返済による支出 △37,663

新株予約権の行使による株式の発行による収入 150,000

その他 △246

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,967

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △820,657

現金及び現金同等物の期首残高 1,506,932

現金及び現金同等物の四半期末残高 686,274

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当社は、当第２四半期連結累計期間において営業損失281,990千円、経常損失323,503千円及び四半期純損失を

396,659千円計上しており、また、前期末においては４期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上し

ております。これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており

ます。

当社は当該状況を解消すべく、新型コロナウイルス感染症の影響が及びウクライナ情勢による原材料価格等へ

の影響が不透明な状況下ではありますが、以下のとおり対応を進めてまいります。

当社は2022年３月25日開催の当社臨時株主総会にて第三者割当による新株式発行及び第５回新株予約権の発行

（以下、本第三者割当増資という。）が承認されたことにより、本第三者割当増資の資金使途となる、不採算店

舗の撤退及び業態変更や新規店舗の出店を行うこと、Ｍ＆Ａによる業態や店舗の取得、新規事業の検討もしつつ

当該状況の解消、改善に努めます。

特に「新時代」業態について既存店舗の業態転換を引き続き進めるとともに新規出店にも取り組んでいきま

す。また、2022年７月15日開催の取締役会において、株式会社ＳＳＳの株式の100%取得を決議し、子会社化しま

した。株式会社ＳＳＳは当社と同様に居酒屋事業を運営し、19店舗展開しており、オペレーションや原材料等の

共通点があり、また、従業員の独立を支援する店舗展開なども行っていることから、今後多くのシナジーを発揮

することが可能であると考えております。以上により店舗運営については食材原価と人件費の管理を徹底して行

い利益率の向上を図ります。さらに金融機関との緊密な関係を維持し、継続的な支援をいただけるよう定期的に

協議を行ってまいります。

今後も上記施策を推進し、収益力の向上と財務体質の強化に取り組みますが、これらの改善策ならびに対応策

の一部は実施中であり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期連結財務諸表には反映しておりません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

株主資本の金額の著しい変動

当社は、2022年６月28日開催の定時株主総会において、欠損の填補を目的とする無償減資について決議し、当

該決議について、2022年８月９日に効力が発生しております。この結果、当第２四半期会計期間において、資本

金が1,355,769千円、資本準備金が1,342,457千円それぞれ減少し、この減少額全額をその他資本剰余金に振り替

えました。また、資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生を条件に、その他資本剰余金の金額2,410,043千

円を繰越利益剰余金に振り替えることにより、欠損填補いたしました。

（セグメント情報等）

当社グループは、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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３．その他

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社は、当第２四半期連結累計期間において営業損失281,990千円、経常損失323,503千円及び四半期純損失を

396,659千円計上しており、また、前期末においては４期連続して営業損失、経常損失及び当期純損失を計上してお

ります。これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

　当該状況を解消又は改善するための対応策は、「２．四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する

注記事項（継続企業の前提に関する注記）」に記載しております。
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